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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

１．図面の表示 

図－１ 正面展開図 例 

 

図－２ Ａ－Ａ’横断図 例 

 

・ コンクリートスキンの記号の説明  

（例） Ｂ Ｒ Ｐ ４ 

      ↑ ↑ ↑ ↑ 

      ① ② ③ ④ 

① 基本タイプの記号 Ａ：フルタイプスキン    Ｂ：天端用フルタイプスキン 

                   Ｃ：最下段用ハーフスキン Ｄ：天端用ハーフスキン 

② 端部用スキンの記号（Ｌ，Ｒの２タイプがあり，構造物取り合い部に使用） 

③ 笠コンクリート打設用のさし筋付であることを示しています。（Ｐ：Ｄ１３）

④ ストリップの取付け数（コネクティブの数）を示しています。 

※ コンクリートスキンに上記記号を明示しています。 



技術情報ライブラリ 20.06                                                      ＪＦＥ商事テールワン株式会社 
 

 - 2 -  
施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

２．部材 

 

 テールアルメの部材には，図－３のようにコンクリートスキン，ストリップ，ボ

ルト・ナット，水平目地材，透水防砂材があります。 

 これらの部材についての材料納入日は，あらかじめ，ＪＦＥ商事テールワン株式

会社の販売代理店と打合せを行ってください。 

 

① コンクリートスキンＡ４タイプ 

② コンクリートスキンＣ２タイプ 

③ ストリップ 

④ ボルト・ナット 

⑤ 水平目地材 

⑥ 透水防砂材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 構 造 図（裏 面） 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

【①②コンクリートスキン】（標準タイプ） 

・ 設計基準強度：３５Ｎ／ｍｍ２ 以上（ｆ’ＣＫ≧３５０㎏ｆ／ｃｍ２） 

・ 製 造 工 場 ：テールアルメ協会認定工場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ スキン構造図 

 

・ コンクリートスキンのタイプ別形状寸法図は，以下の通りです 

（図－５～図－１０）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重量：７８８ｋｇ） 

図－５ 標準タイプ（Ａ４） 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重量：７７７ｋｇ） 

図－６ 天端用タイプ（ＢＰ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重量：３９４ｋｇ） 

図－７ 最下段用タイプ（Ｃ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重量：３８３ｋｇ） 

図－８ 天端用タイプ（ＤＰ２） 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重量：７０９ｋｇ） 

図－９ 端部加工タイプ 

（ＡＲ４，ＡＬ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（重量：３５４ｋｇ） 

図－１０ 端部加工タイプ・最下段用 

（ＣＲ２，ＣＬ２） 

 

※ スキン重量は全て、プレーン（フラット）タイプのものを表示しています。 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

＊ ストリップ取付本数の異なるコンクリートスキンについて 

 

 前項のコンクリートスキンの他にコネクティブストリップの取付位置が異なるコンク

リートスキンがあります。ここでは，代表例としてＡタイプの例を取り上げて（６本付き，

８本付き，１２本付き）の形状寸法を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１１ ６本付き          図－１２ ８本付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１３ １２本付き 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

【③ストリップ】 

・ 材  料 ：ＳＭ４９０Ａに亜鉛メッキを施した突起付の鋼帯 

・ 寸  法  ：６０×４．０×Ｌ 

・ 重  量  ：２．０２ｋｇ／ｍ 

Ⅰ 一般用（Ｌmax＝８．０ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１４ ストリップ 

 

Ⅱ 連結用（Ｌ＝６．１５ｍｏｒ８．１５ｍ） 

＊ ストリップ長が８．５ｍ以上の時に使用します。なお，０．１５ｍ分は，

重ね代です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１５ ストリップの連結例（Ｌ＝１０ｍの場合） 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

【④ボルト・ナット】 

・ 寸  法  ：Ｍ１２×４０         

 

 

 

 

 

図－１６ ボルト・ナット 

 

【⑤水平目地材】 

・ 材  料 ：コルク 

・ 寸  法  ：８５×２０×６００ 

 

 

図－１７ 水平目地材 

 

【⑥透水防砂材】 

・ 材  料 ：ポリエステル １００％ 長繊維不織布 

・ 寸  法  ：４２０×４×５０ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１８ 透水防砂材 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

３．盛土材料 

 テールアルメ工法の盛土材料については，以下の確認をしてください。 

（１） ふるい分け試験を行い，細粒分（シルト分＋粘土分）の含有量が２５％以下

を確認します。 

（２） 岩質が泥岩，頁岩，凝灰岩，片岩などの脆弱岩は次の確認が必要です。 

① 『スレーキング（乾湿繰り返し）試験』を行い，スレーキング率が３０％

以下であること。 

② さらに，突固め後の粒度試験を行い，細粒分が２５％以下であること。 

（３） 最大粒径 ２５０ｍｍ以下   

※ 上記の範囲を越えた盛土材を使ったり，含水比が高い盛土材を使用すると，

壁面が変形を起こしやすいので，そのような土しかない場合は監督官と協議

のうえ対応してください。 

 

４．施工機械 

 標準的な施工機械は以下の通りです。 

表－１ 標準的な施工機械 

 
     施工内容      使用機種    規 格      備 考 

 

 
  部材の仮置き ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

25ｔ吊 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

 

 

 盛 

 

 土 

 ま き 出 し ブルドーザー 湿地7ｔ級 
排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

 

 

  敷 均 し 
バックホウ 

（クローラ型） 

山積0.5㎥ 

（平積0.4㎥） 

標準型 

排出ガス対策型 

（第３次基準値） 

 

 締

固

め 

人力施工部 振動式コンパクター 1t級 
ランマ・タンパは 不

可 

 

 

機械施工部 振動式ローラ（舗装用） 3～4t 

搭乗・コンバインド

式・排出ガス対策型 

（第２次基準値） 

 

 

 壁面材の組み立て 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型 

25ｔ吊 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

 

 
バックホウ 

（クローラ型） 

山積0.5㎥ 

（平積0.4㎥） 

吊能力2.9ｔ 

標準型・クレーン機

能付き・排出ガス対

策型（第３次基準値） 

 

※人力施工部は，壁面直近１．０ｍ 

 

 なお，上記の機種は，あくまで標準ですから，盛土材の種類，含水比，施工規模など

を考慮して選定してください。 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

５．工具及び雑資材 

 テールアルメ工法の施工に必要な工具及び雑資材については，以下の通りです。 

 ＤＡＨＡカップラー以外は現場にて必ず御用意ください。 

 

表－２ 工具及び雑資材 

 作業  工具，資材名 規格 数量         備考（用途，形状など）  

       

       

 荷      

       

 降 台付ﾜｲﾔｰ等     

    ４   

 ろ      

       

 し   ｼｬｯｸﾙ     

  （12mm     

  0.63tf／個）     

       

       

 壁      

 面      

 材      

 の  DAHAｶｯﾌﾟﾗｰ     

 吊  1ton用 ２   

 り      

 上      

 げ      

       

 
    用途：ｺﾝｸﾘｰﾄｽｷﾝを垂直に吊る道具。 

 

 
壁     

 

 面      

 材      

 の 間 隔 定 規 鋼製 １   

 組      

 み      

 立      

 
て     

 

単位：ｍｍ 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

表－２ 工具及び雑資材 

 作業  工具，資材名 規格 数量      備考（用途，形状など）  

       

    ｽｷﾝ   

    枚数   

    方向   

  ク ラ ン プ 木製    

    ×   

    １   

    個/m 用途：ｺﾝｸﾘｰﾄｽｷﾝの目違い防止  

 
              （ ）数字はデザインタイプ 

 

 
壁     

 

       

 面      

  下 げ 振 り  １   

 材      

       

 の       用途：壁面の傾斜度の確認  

    最下段   

 組   ｽｷﾝ   

    枚数   

 み く さ び 木製 ×６   

    ｽｷﾝ   

 立   枚数   

    ×２   

 て   壁   

    延   

  スペーサー 木製 長   

    (ｍ)   

    ×１   

 
   個/m 用途：基礎高さの不陸調整用 

 

    水 準 器 長尺 １    長さ１ｍ程度 
 

     用途：ｺﾝｸﾘｰﾄｽｷﾝの水平管理  

 
 トランシット   用途：壁面の傾斜度の確認 

 

       

単位：ｍｍ 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

表－２ 工具及び雑資材 

 作業  工具，資材名 規格 数量         備考（用途，形状など）  

 
   バ ー ル 大小 各２ 用途：スキンの調整 

 

 
 モ ル タ ル  若干量 用途：最下段スキン直下の隙間の充填 

 

 
 ﾊｻﾐ，ｶｯﾀｰ  １ 用途：透水防砂材の切断 

 

 
 ラチェット  ﾎﾞﾙﾄ 用途：ボルト・ナット締め 

 

  スパナ 対辺 締め       使用ボルトはＭ１２  

  （ﾒｶﾞﾈﾚﾝﾁ， 18 作業員数   

 
 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾚﾝﾁ）    

 

 
     

 

 仮   角 材 木製 若干   

 置      

 き      

 
    用途：ストリップの仮置き枕 

 

 
支     

 

 柱      

 の      

 建   角 材 等 木製 本/   

 て   1.5m   

 込      

 み      

       

単位：ｍｍ 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

６．施工方法 

 

 現 地 測 量  

  

  

 設 計 図 と の 照 合  

  

  

  掘 削 ，整 地   

                   さ し 筋 

                  墨 だ し 

テールアルメ盛土工     基礎工        →      排水対策 

  

                   基礎高さの確認(ｽﾍﾟｰｻｰ使用）  

                   Ｃタイプスキンの設置  

  ス キ ン 組 立 て    →         Ａタイプスキンの設置  

                  くさびの使用  

                 クランプの使用  

                 透水防砂材の設置  

                   ２段目以降，水平目地材の設置  

    

   ストリップ敷設  →     ストリップ長に注意  

                    設置面の不陸調整  

    

     盛土材の   →      人力施工，機械施工の区分け  

  まき出し，敷均し          大型機械の走行５原則  

    

    

  繰 り 返 し 施 工  盛土材の締固め   →     人力施工，機械施工の区分け  

                     大型機械の走行５原則  

                                  

 ＮＯ  

          壁 面 の 垂 直 度 
 

スキンの傾斜調整  
 

 

   

                                      トランシット又は，  

                          ＹＥＳ          下げ振りによる確認  

    

   

 付 帯 工  

 

図－１９ 施工手順 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

（１） 部材の積みおろし・仮置き（搬入方法） 

① コンクリートスキン 

 コネクティブのボルト穴にシャックルを取付け，ワイヤーを用いて積みおろ

します。尚，仮置きは平坦な場所に５枚を限度として積み重ねて下さい。積み

重ねたコンクリートスキンが崩れる事のない様，安全管理は充分行って下さい。

 また，積みおろし，仮置きの際に破損しないように注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２０ コンクリートスキン 

② ストリップ 

 ６０本で１結束としています。(重量はストリップ長によって異なります。) 

 ストリップの下に角材を置き，長さごとにスプレーで色分けしておくと便利

です。 

 

 

 

 

図－２１ ストリップ 

 

③ 水平目地材 

 箱詰めされて搬入。    

   仮置き時は，雨水の影響の無いようシートがけ 

④ 透水防砂材   をしておきます。 

 ロール状にて搬入。 

 

⑤ ボルトナット 

 ストリップ，あるいはスキンと一緒に搬入。 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

（２） 掘削，整地 

 所定の掘削，整地を行ってください。 

 

（３） 基礎工         

 （一般部） 

 テールアルメの施工に先立ち，基礎コンクリートを打設します。 

基礎コンクリート天端の精度は，コンクリートスキン組立ての際，水平度の調整

に影響しますので，仕上げは金ごてで行ってください。 

 また，コンクリ－トスキンの転倒防止のため，図－２２のように基礎コンクリ

－トにさし筋を入れます。 

 

図－２２ 基礎工断面図 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

（段上り部） 

 段上がりの基礎工は，基礎天端とコンクリートスキンの上にのせた水平目地材

の天端が一致するように打設します（図－２３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２３ 段上がり部 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

（４） スキンパネルの組立て工 及び 盛土工（ 図－２６ ） 

① 第１層目の盛土施工をする。 

② 第２層目の盛土施工をする。 

③ 最下段スキンを建て込み，くさびで固定する。 

④ 縦目地に透水防砂材をあてる。 

⑤ １段目のストリップを敷設し，ボルトナットでとめる。 

⑥ 第３層目の盛土施工をする（３層目以降の層厚は２５０ｍｍ）。 

⑦ 第１層目の残りの盛土施工を行う。  ※コンクリ－トスキン設置後の 

⑧ 第２層目の残りの盛土施工を行う。      ずれ防止のため，最下段部分 

⑨ 第３層目の残りの盛土施工をする。      についてのみ行う。 

⑩ 水平目地材を敷き，次のスキンを組み立てる。 

⑪ 第４層目の盛土施工をする。 

⑫ 第５層目の盛土施工をする。 

⑬ ２段目のストリップを敷設し，ボルトナットでとめる。 

⑭ 第６層目の盛土施工をする。 

※ 以降順次繰り返し（但し、最上段２層の層厚は１７０ｍｍとする） 

 尚、壁背面０．５～１．０ｍの範囲については、壁面背面排水層とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２４ スキンパネルの組み立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ボルトを締める前に必ずストリップを後方に引っ張り，ボルトの遊びを無くすよう

にします。ボルトに遊びがあると転圧時に壁面が変位する原因にもなります。 

 

図－２５ ストリップの取付け方法 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２６ スキンパネルの組み立てから盛土工 

（ 概 略 フ ロ ー ） 

 

＊ Ａ８，Ａ１２でのスキンパネルの組立の場合はストリップの鉛直間隔が，Ａ４，Ａ

６タイプとは異なりますので盛土材のまき出し厚等に注意して下さい。 

（図－１２，図－１３参照） 
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ａ） スキンパネルの組み立て 

① 墨だし 

 基礎コンクリートに，墨だしをします（図－２７）。 

 

 

図－２７ 墨だし位置 

 

② 基礎コンクリートの高さ確認 

 基礎コンクリートの高さを，スキンパネル設置（１．５ｍ）毎に，レベルに

よって測定します。打設終了している基礎コンクリートのいちばん高い位置を

基準に，用意したスペーサーで，設置高を一定になるように調整した後，隙間

にモルタルを充填します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２８ スペーサーの使い方 
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③ コンクリートスキンの吊り上げ 

 専用吊り具（カップラー）を用いて，スキンを垂直に吊り上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２９ 吊り上げ手順 

 

④ Ｃタイプのスキンを墨だし線に合わせ，間隔定規を用いて１．５ｍの間隔

で仮置きします（但し，Ｃタイプを先行しすぎないように注意します）。 

 次に，Ｃタイプの間に，Ａタイプを間隔定規を用いて設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

※ ワイヤーは必ず、支柱・くさび・クランプによりスキンが固定した 

  ことを確認した後に、はずしてください。  

図－３０ スキンの組み立て 

⑤ スペーサーとくさびを用いて垂直度，レベルの調整をします。 

 スキンの目地は等間隔になるように調整してください。目地を等間隔にし

て組み立てると，壁面の景観が良くなります（図－３１）。 

 鉛直度については，盛土施工時の押し出しが考えられるので，あらかじめ

盛土側に傾斜させて組み立てます（傾斜の程度は，盛土材の土質によって異

なりますが，Ａタイプ１枚につき０．５％～１．５％が目安です）。 

 尚，垂直度の確認方法には，トランシット又は，下げ振りを用いて下さい

 （図－３２）。 

 

 

 

 

 

図－３１ 目地の調整 
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 （例）下げ振りの使い方  

   ① 基準線をマークする。  

  ② 下げ振りを下げ，振り子と基準線が一致するようにスキンを倒す。  

   ③ 一致した状態で，くさびをかける。くさびは上段スキン設置時に  

     取りはずし，転用する。  

  ④ 最上段まで，基準線に合わせて施工していく。  

   ⑤ 前面埋め戻し後も地表面に基準線をマーキングする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式）Ｌ１＝Ｌ２－Ｈ×（０．５％～１．５％） 

 

図－３２ （例）下げ振りの使い方 

 

 

⑥ 最後に，目違いを防ぐためにクランプで固定します（図－３３）。 

 前面にスキン倒れ防止のための支柱を建て込んで壁面材を固定します。 

 スキンが固定したことを確認した後に、ワイヤーをはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ くさびは上段スキン設置時に取りはずし，転用する。 

 

図－３３ クランプの使い方と支保工の例 

 



技術情報ライブラリ 20.06                                                      ＪＦＥ商事テールワン株式会社 
 

 - 22 - 
施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

⑦ 透水防砂材がロールされた状態で搬入されるので，壁高分の長さに切り，

スキンの縦目地（１．５ｍ間隔），コーナー部，他構造物との境界に設置し

ます。この時，縦目地は，クランク状なので両方に被るよう，ずれないよう

に注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３４ 透水防砂材の敷設方法 

 

⑧ ２段目以降のスキンの設置に際しては，クッション材として，水平目地材を

水平目地部分に１ヶ所につき２枚設置します（スキン同士の直接の接触を防

いで，部材のひび割れ等を防止します）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３５ 水平目地材の設置方法 
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（注１） 最下段スキン（ＡタイプとＣタイプ）の前面から見た隙間について 

 

 スキン前面から見て，Ａタイプは布基礎との間に隙間が空き，Ｃタイプは隙

間がありません。これは，Ａタイプの下部には２５ｍｍのホゾがありＣタイプ

の下部にはホゾがないためです。従ってＡタイプとＣタイプのスキンを組み立

てた際に，壁前面から見て，Ａタイプの下部に２５ｍｍ程度の隙間が空き，Ｃ

タイプの下部には隙間がない状態が正しい組立て方となります。施工時にＡタ

イプの隙間をなくすために，Ｃタイプの高さを調整し布基礎から上げないよう

に注意して下さい。（左右の高さが異なり，施工不良の原因となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３６ 最下段スキン設置時の注意事項 
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（注２） 段上がり部の最下段スキンの設置について 

 

 テールアルメの壁面材は、２段目以降は既にストリップの敷設・盛土工を終

えた壁面材とジベル芯により接続されるため、通常は倒れることはありません。 

よってスキン設置後は、直ちにワイヤーをはずしてもかまいません。ただし、

次に示した場合は不安定なので、必ず支柱やくさび、クランプ等でスキンを確

実に固定した後にワイヤーをはずすようにしてください。 

  

１） 段上がり部の最下段 

※ 忘れがちなので、特に注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

①②③は最下段スキンと同様に、そのままでは不安定。 

 

２） 段上がり部の隣りの列のスキン 

(A) 

 

 

 

 

 

 

 

①が固定されていないため、②が不安定。 

 

(B) 

 

 

 

 

 

 

 

①の左側が接続されていないため、不安定。 
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施工：施工要領書＜タイプⅡ（SM490）＞ 

３） 目地部のスキン 

(A) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①の左側、②の右側が接続されていないため、不安定。 

 

(B) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①の左側、②の右側が接続されていないため、不安定。 

 

 

４） 構造物との取合い部分に設置されるスキン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①②の左側が接続されていないため、不安定。 
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５） 天端部の袖無しスキン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①の両側、②③の右側が接続されていないため、不安定。 

 

（注３） 前面から支柱により支持が出来ない場合（重力式基礎等） 

 

 背面側に支柱を設置し前面側に重心が移動しないように、コネクティブのボ

ルト穴と盛土側に打込んだ杭をばん線で結び、背面側に引っ張っておく。この

とき、ばん線や杭がストリップの設置に邪魔にならないように、コネクティブ

の位置から斜めに引っ張ること。（○内参照） 
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ｂ） 盛土材のまき出し，締固め方法と注意点 

① 盛土材の含水比が高く，充分な締固めのできない状態（俗に”うんだ”状態）

の時は，工事をストップし監督官と相談してください。無理に施工を進める

と，壁面の変位，変形の原因になります。 

② 締固め後の一層の厚さは，２５㎝が標準です。 

③ スキン直近１．０ｍのまき出し，敷均しは人力で行い，締固めは振動式コン

パクターで行ってください（但しランマ，タンパは不可）。 

④ 盛土材のまき出し，締固めは，大型機械の走行５原則を守ってください 

 （表－３）。 

⑤ ストリップを取り付けるコネクティブストリップの直下は，転圧がしにくく

ゆるい状態になりがちなので人力により充分な施工を行って下さい。 

 

表－３ 大型機械の走行５原則 

 １．スキンは動きやすいので，壁面から１．０ｍ以内には入らない。  

 ２．壁面に平行に走行する。  

 ３．まき出しは，スキン側から行う（ストリップでスキンを押し出さないため)｡  

 ４．急停止，急旋回は避け，ブルドーザーでのまき出しは低速で行う。  

 ５．盛土材のまき出されていないストリップの上は走行しない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３７ ストリップ取付図     図－３８ 大型機械の走行 

ｃ） ストリップの敷設 

① スキンに直角に敷設してください。 

② 転圧面とストリップの間に空隙がある場合，人力で間詰めを行ってください。 

③ ストリップは亜鉛メッキを施しているので，表面をキズつけるような行為

（引きずったり，投げ落としたりする）はしないよう心掛けてください。 

 その他，次項に示す，図－３９に示す禁止事項は厳守して下さい 
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図－３９ ストリップ取り付け時の禁止事項 

 

（５） 排水対策 

 掘削面に湧水がある場合，透水シート等で集水し，基礎部より前面に排水し  

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４０ 排水工例 
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（６） その他 施工上の注意点 

① 作業終了時 

 毎日の作業の終了は，必ず転圧まで行って終了してください。 

また，降雨が予想される場合には，排水こう配をとったり，シート掛けをし

て下さい。 

② 転圧は，ストリップ敷設部分だけではなく，切土面まで同様に行ってくださ

い。 

③ 施工中のスキン調整を充分に注意しても，スキンは前傾する傾向があります。

 この時，壁面の前傾を修正するために，新たに設置するスキンを，通常よ

りきつく盛土側に傾けて施工する場合がありますが，急な修正は，結果的に

壁面が"く"の字になり，一層見ぐるしくなるので，徐々に直すように心掛け

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

  
 ：”く”の字のようで出来形が悪い 

  

 

  
 ：徐々に直せば，違和感が少ない 

  

 

 

 

 

 

図－４１ 壁面の垂直度の調整 

 

④ 充分な締固めが行えない状況下での施工を実施する（例えば，含水比の高い

盛土材を使用する，雨天での施工，凍結や降雪のある冬期施工等）際には，

良質な盛土材を用いるなどの対策を事前に協議し，慎重な判断のうえ実施し

て下さい。 
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７．施工管理 

 

（１） 品質及び出来形管理の目安 

 品質及び出来形管理の目安を（表－４）に示します。なお，許容値，管理値に

ついては発注者と別途協議してください。   

 

 

表－４ 許容値または管理目標値 

 
  対 象  項 目  許容値または管理目標値    頻 度     備  考 

 

   JIS A 1210のＡ もしくは    

  盛 土 材 締固め度 Ｂ法による最大乾燥密度の  盛 土 材 現場単位体積重量  

   ９５％以上またはＣ，Ｄ，  500m３に１回 試験等  

   Ｅ法による９０％以上    

   ±0.03Ｈ 及び 30㎝以内  
下げ振りもしくは 

トランシットによ 

る方法 

 

  壁  面 完成後の  (H=ｺﾝｸﾘｰﾄｽｷﾝ 部高さ）  延長30ｍ毎  

  垂直度    壁前面側（＋）   

      壁背面側（－）   
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（２） 工事写真管理 

 工事写真は，施工管理の一手段として用いられるもので，完成後にはその状況

が確認できないもの，及び目視できない構造物などについて，実行状況を記録し

ておくものです。 

 主な写真管理の項目例を以下に示します。詳細は発注者と協議してください。 

・ 基礎コンクリートの出来形 

・ 排水工の施工状況及び出来形 

・ 材料の保管状況 

・ スキンの組み立て状況（透水防砂材,水平目地材設置） 

・ 盛土材料のまき出し，敷均し，締固め状況 

・ ストリップの敷設及び取り付け状況（長さ及び本数等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※盛土施工は図－２６を参照して下さい。 

 

図－４２ 盛土層厚管理（例） 


